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2019年5月30日
浮き屋根の安全対策に関するワーキンググループ
石油連盟案

消防庁 浮き屋根の安全対策に関するWG
ポンツーン内、浮屋根上への油漏えい時の対応案

（フローチャート）
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ポンツーン内油漏えい時の対応案

漏えい量等により
仮補修の有効性/安全性判断

(開放要否判断)
仮補修作業の安全性を判断
 ポンツーン内に喫水線を超える危険物漏えいが見ら

れた場合、原則として停止し開放する
 ポンツーン内作業をする場合、仮補修部を拭き取り、

漏えい油が微量な状態で仮補修を実施する。引火
点が低い危険物（一石、二石）を貯蔵しているタン
クにおいては特に注意する。

ポンツーン内に油漏えい確認

漏えい量により仮補修の有効性を判断
 ポンツーン内の漏えい油を除去し、その後の時間当た
りの漏えい量（漏えい速度）が仮補修可能（事業
者が状況に応じて判断）なレベルで、かつ増加傾向が
見られない場合には、損傷の進展は小さく、仮補修が
有効 と判断できる
※漏えい量の増加傾向によって割れに対する仮補
修の有効性を判断することが可能

モニタリング周期の決定
①補修前の漏えい速度を考慮
②腐食/割れの進展性を考慮

仮補修工法/材料の選定
①浮屋根変形への追従性を考慮
②貯蔵油への耐膨潤性などを考慮
③缶工法/バルーン工法の検討

停止
開放

仮補修検討

仮補修実施フォローアップ

施工実績と注意点
 施工実績多数有（消防庁アンケート結果）
 仮補修時、油分が残った状態で外層材を塗
布すると、硬化せずに柔かく膨らんだ状態にな
るため、十分に油分を除去した上で施工する
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消防危197号 屋外貯蔵タンクの耐震安全性の確保方策等の推進について

＜ 中 略 ＞

＜ 中 略 ＞

＜ 後 略 ＞
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浮屋根上への油漏えい時の対応案

漏えい原因/箇所/漏えい量等により
仮補修の有効性/安全性判断

(開放要否判断)

浮屋根上に油漏えい確認

モニタリング周期の決定
①補修前の漏えい速度を考慮
②腐食/割れの進展性を考慮

仮補修工法/材料の選定
①浮屋根変形への追従性を考慮
②貯蔵油への耐膨潤性などを考慮

停止
開放

仮補修検討

仮補修実施フォローアップ

仮補修作業の安全性を判断
 浮屋根上で作業をする場合、仮補修部を拭き取り、漏えい油

が微量な状態で仮補修を実施する。引火点が低い危険物
（一石、二石）を貯蔵しているタンクにおいては特に注意する。

施工実績と注意点
 施工実績多数有（消防庁アンケート結果）
 仮補修時、油分が残った状態で外層材を塗
布すると、硬化せずに柔かく膨らんだ状態にな
るため、十分に油分を除去した上で施工する

漏えい量により仮補修の有効性を判断
 浮屋根上の漏えい油を除去し、その後の時間当たり
の漏えい量（漏えい速度）が仮補修可能（事業者
が状況に応じて判断）なレベルで、かつ増加傾向が見
られない場合には、損傷の進展は小さく、仮補修が有
効 と判断できる
※漏えい量の増加傾向によって割れに対する仮補
修の有効性を判断することが可能
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